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まずゆと 1)、車間距離にもこころにも。 (55年交通安全年間スロ ガンより)

吉
田
茂
光
君
(
中
里
中
一
年
)

グ
文
部
大
臣
賞
4

お
め
で
と
う

(
安
全
に
関
す
る
図
面
・
作
文
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
)
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時 W

い
道
路
整
備
問
題

会

人

談
。

畏

n
H
M

軍
司
叫

コ

政

劇

町

会
内
ノ
』

中
里
の
会
場
で
熱

心
な
話
合
い

意
見
は
積
極
的

に
町
政
へ
反
映

十
二
会
場
で
は
、
い
ぜ
ん
道
路
、
側

瀞
円
相
話
、
除
雪
問
題
が
中
心
.
ま
た
、

生
活
現
境
の
強
制
に
も
強
い
関
心
が
帯

せ
ら
れ
ま
し
子
、

町
で
は
こ
れ
ら
を
噂
認
し
峨
極
的
に

町
政
に
盛
り
込
み
ま
す
が
、
今
後
も
意

見
、
要
望
は
、
い
つ
で
も
気
軽
に
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。
お
も
な
要
望
は
次
の

と
お
り
で
す
。

各
地
区
の
態
談
会
に
は
、

町
長

・
教

育
長

・
各
諜
長
が
出
向
ま
ず
、
町
長

が
新
年
度
の
開
発
予
算
な
ど
、
行
政
全

般
に
わ
た
っ
て
最
近
の
情
勢
を
説
明
し

ま
L
P
Z

こ
の
あ
と
地
区
内
代
表
が
司
会
に
当

た
り
活
発
な
意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
町
理
事
者
が

そ
れ
ぞ
れ
の
対
策
‘
将
来
的
見
通
し
に

つ
い
て
直
接
回
答
し
ま
し
た
。

道
路

側

溝
の

整

備

建
設
関
係
で
は
‘

各
会
場
と
も
共
通

十
サ
線
交
差
内
、
を
追
越
山
知
止
に
マ
ト
マ

ン
ケ
ン
刻
地
宅
円
十
字
路
に
級
断
歩
道

内
設
世
を
マ
三
号
線
と
川
巡
の
椴
断
歩

道
肉
眼
示
を
し
て
な
ど
。

火
葬
場
の
新
設
を

新
年
度
予
算
編
成
に
当
疋
り
、
町
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
町
政
に
対
す
る
意
見

.
要
望
を
広
く
聴
取
し
て
明
る
く
住
み

よ
い
町
づ
く
り
を
l
と
、
毎
年
開
か
れ

し
た
要
望
は
、
砂
利
政
、

U
{示
日
側
榔

的
改
修
と
い
っ

た
身
近
な
嬰
望
が
多
く
、

次
ぎ
に
除
宮
、
防
官
棚
の
設
世
な
ど
で

す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
平
常
建
設
課

に
お
い
て
実
施
可
能
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

道
路
町
改
良
舗
装
関
係
の
主
な
も
の

は
町
道
盟
国
線
の
舗
装
工
事
を
五
十
五

年
度
中
実
施
を
マ
町
諜
且
回
線

(盟
国

締
i
時
元
商
庖
)
の
改
良
舗
装
を
マ
上

稲
穂
地
区
内
町
辺
監
備
を
マ
下
ハ
カ
イ

道
路
改
修

(舗
装
)
及
び
待
避
場
内
政

訟
を
マ
回
代
怖
を
道
々
や
結
ぶ
齢
的
酬
の

務
備
(
学
賞
通
学
に
危
険
)
を
マ
鈴
金

地
区
内
町
道
全
般
的
補
修
改
良
を
マ
春

日
井
地
区
道
路
艶
倒
的
促
進
を
マ
田
代

川
沿
線

(黒
崎
地
先
)
の
拡
巾
務
備
を

マ
ト
7

ン
ケ
ン
道
路
の
改
良
を
マ
鈴
岡

八
線
よ
り
ト
7

ン
ケ
ン
に
至
る
新
道
開

設
を
マ
神
主
六
綜
橋
の
新
設
を
マ
畑
ノ

沢
市
台
線
道
路
改
修
を
。

な
ど
。

国

・
道
関
係
で
は
マ
利
別
川
上
流
地

新
の
河
川
改
修
を
マ
花
石
織
の
水
銀
灯

を
N H K ~VIのローカルflHfl rお句はのまち」で今金町T

が奪II介さ札ることになり、その品副鉛りが3月l日に

ffわれました。

「お均ほのまち」は NHK函館放話局が独自で製作

し、侍n1 問、 ':~J 7時20分か句 15分間l放送しているも

ので、 Uとつの地域に盟 ，'，を しぼって!日17三軒両院り

として明る<Wiし〈郭ら Lている 人々を描いています.

収録的当日 Mi'I，jが降り N'通りはザクザク円吉、取材

て
い
る
町
政
懇
阪
会
。

こ
と
し
も
一
月
二
十
一
日
ガ
ら

一
月
二
十
九
日
ま
で
部
落
に
出
向

き
、
+
二
会
場
で
開
か
れ
ぎ
し
だ

ガ
、
合
わ
せ
て
三
百
人
余
り
の
参

加
者
か
ら
地
域
の
切
実
な
要
望
や

町
づ
く
り
の
定
め
の
建
殴
的
意
見

ガ
多
数
出
さ
れ
ま
し
だ。

設
世
を
マ
国
道
の
側
油
断
配
備
を
マ
利
別

川

(住
吉
地
区
)
的
改
修
工
耶
を
マ
住

吉
柿
下
流
滞
水
部
分
の
カ
y
ト
を
守
道

々
(
笠
田
地
区
)
の
歩
退
薪
設
を
マ
国
道

二
七
七
号
線
的
改
修
と
紐
川
地
区
、
寒

口升地
区
の
歩
道
新
訟
を
マ
道
々
南
岸
線

の
歩
道
設
置
を
な
ど
で
す
。

へ
ん
地
校
に
も

プ
ー
ル
の
建
設
を

教
育
関
係
で
は
教
民
住
宅
的
改
修
を

1
花
石
マ
水
道
施
設
の
改
相
判
一
を

l
中
且

マ
学
校
プ

l
ル
の
般
世
を
U
H
八
束
、
金

原
守
中
学
校
統
合
に
伴
、
つ
ス
ク
ー
ル
パ

ス
の
英
利
河
配
置
を
マ
ス
キ
坊
の
控

備
改
修
を

q金
原
。
そ
の
ほ
か
で
は
マ

光
台
地
区
の
小
・
中
学
生
町
送
迎
を
マ

日
進
小
学
校
的
存
置
を
白
な
ど
で
す
。

自
治
関
係
で
は
地
域
的
集
会
施
設
に

対
す
る
要
望
と
し
て
、
マ
福
祉
館
前
に

駐
車
場
内
設
置
、排
水
が
惑
い
円
で
息
子

管
の
現
物
支
給
、
物
置
の
設
置
・
な
ど
。

班は収帥に大変円うりされました。

リポーターには、尚美町の主制日田田鶴子さんが選

ばれ、 l詞自立政.illJ;;jの企肝アナウ/サ と 紡にf1ll.i且り

のあちこちを~H;~; して宇きま L た . 主なところでは町

内にー刺しかない純手三代町写真館、今金民自主教室

マミーコーラスのみなさん、つりの会、山岳会、それ

にパチンコ民さんなど取材内容も多彩。放送は 3月11

日に行われ、町民は「われわれの町が出る」と大Ji!..(f

則的立4~はそ ζ そこにテレビにクギづけになっていま

( 2 ) 

防
犯
灯
山政
相
山
内
要
盟
は
マ
セ
ン
タ
ー
M

川

化

を

(町
内
会
)

ホ

*

ホ

.
A

シ
ケ
オ
イ
チ
ャ
ヌ
ン
ベ
川
応
忽
工
事

(
花
石
)
守
外
灯
町
新
、
明
設
を

(柴

股

業

附

係

で

は

守

点

部

民

地

附

発

円

以

上

、

各

地

区

の

要

望

を

別

記

し

ま

み

(金
原
六
十
六
H
M
)

田
代
川
改
修
事
業

利
河
)
マ
街
路
灯
の
電
気
料
金
値
上
げ

金
臥
地
区
も
早
期
災
施
を
マ
道
叫
燥
地
し
た
が
、
ど
の
羽
田
も
地
域
に
と
っ
て

山

(凶
代
八
百
H
M
)
[
V

白
石
第
二
地
区
内肱免

に
よ
る
補
助
的
引
上
げ
を
(
町
内
会
)

附
発
中
業
向
促
進
を

(金
原
)
マ
金
原
は
霊
安
な
問
題
ば
か
り
で
す
。

凶

道
路
強
備
卒
業
法
而
工
一
部
舗
装
、
日

な

ζ

内
同
村
公
閣
内
務
怖

を

巴

な
ど
。

し
か
し
限
ら
れ
た
財
源
的
中
で
は
制

品

進
地
区
州露
出
務
備
事
業
千
三
百
四

一
方
、

脱

村

地

刊

で

切

実

な

問

題

で

こ

の
ほ
か
北
住
吉
駅
前
に
自
転
卓
也
皮
な
住
民
ニ

l
ズ
な
り
施
策
に
も
、
対
L
一
十
灯
、
日
進
地
開
拓
農
道
盤
備
事
業
四

あ

る

水

道

関

係

で

は

マ

光

台

飲

用

水

道

場

町

設

置

を

マ

腕

川

川

旭

川

品

向

開

設

促

進

応

で

き

な

い

の

が

現

実

で

す

。

M

百
幻
マ
鈴
金
地
区
排
水
対
策
特
別
卒
業

施
設
の
改
良
を
、
飲
料
用
水
道
的
早
期
柄
祉
関
係
で
は
、
マ
老
桁
化
し
て
い
を
(
部
川
)
マ
町
政
恕
談
会
の
開
催
通
町
で
は
総
合
計
画
を
ベ

l
ス
に
し
て

.一

(排
水
路
三
面
装
工
士
子
五
百
灯
)
守

実
施
を
(
神
丘
)
な
ど
。

る
火
葬
場
施
設
の
新
設
と
合
わ
せ
墓
地
知
を
早
く
(
盟
国
)
マ
役
場
窓
口
に
交
国
.
道
の
諸
計
画
と
辿
併
を
保
ち
つ
つ

4

花
石
地
区
内
M

地
盤
備
事
業

(道
路
工
四

消
防
関
係
で
は
、
マ
農
村
の
無
木
地
公
図
的
樹
立
を
、
ま
た
保
健
衛
生
関
係
通
事
故
相
談
所
の
訟
置
を

(
位
川
)
マ
町
全
般
的
視
野
に
た

っ
た
財
政
の
効
果
』
百
五
十
七
い引)
、
花
石
地
区
開
拓
地
良

時
に
お
け
る
火
災
時
的
木
利
用
体
制
の
で
は
マ
中
山
者
輸
送
者
運
行
時
間
か
主
サ
節
利
別
川
河
川
敷
地
払
下
げ
の
問
題
を
早
的
運
，
H
を
は
か

っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
以
道
整
備
事
業

(調
査
試
験
)

V
神
丘
地

確
立
を
(
極
川
田
代
)
防
火
用
貯
水
に
合
わ
せ
改
正
し
て
(
日
進
)
守
一
般
的
期
解
決
し
て
(
般
川
)
マ
白
上
平
色
理
今
後
も

w
町
づ
く
り
u

に
つ
い
て
は
、
品
区
畑
地
位
巾
総
合
土
地
改
良
事
業
マ
背
木

柵
の
設
置
を

(
花
石
)
福
祉
会
航
及
び
他
康
相
時
酬
の
築
地
を

(探
身
)
マ

ゴ

ミ

山

目
的
軽
減
を
措
出
し
て

(日
進
)
マ
笑
み
な
さ
ん
の
枯
盛
的
な
窓
見
を
ど
し
ど
品
地
区
山
村
基
盤
農
道
事
業
(
制
査
試
験
)

学
校
の
防
火
用
水
舶
の
設
世
を
(
中
単
収
集
阜
の
正
月
休
日
を
短
縮
し
て
マ
民
利
河
ダ
ム
に
附
辿
し
て
開
拓
資
料
館
の
し
お
部
せ
く
だ
さ
い
。

一一
住
吉
出
川
林
道
開
設
事
業
千
二
百
五

・
虫
凹

・
金
原
)

川
市
場
の
廃
業
を
聞
く
が
そ
の
対
策
は
新
訟
を

(英
利
河
)
マ
笠
閉
山
所
跡
地
内

]

十
三
幻

(五
十
五
年
先

7
)

交
通
安
全
対
策
関
係
で
は
、
守
利
五

守
山間
芥
処
迎
料
金

(出
業
用
)
同
地
正
促
進
を
守
新
年
交
礼
会
的
実
施
を
な
ど
。

4

〈町
費
関
係
v

語
審
蜜
語
華
幸
喜
謹
話
謹
話
謹
話
器
露
草
翠
露
謹
露
謹
話
器
謹
華
麗
謹
露
語
吾
妻
喜
章
護
霊
穿
喜
穿
護
霊
語
謹
話
霧
車
謹
話
器
搭
語
幸
喜
話
語
露
軍
語
霧
車
幸
喜
語
語
喜
幸
喜
霧
器
霧
器

Z
d
C町
有
林
造
林
郁
業
ヤ
転
作
促
進
特
別

]

対
策
事
業
守
新
内
融
業
構
治
改
普

φ
業
マ

」一

自
給
飼
料
生
産
向
上
特
別
対
策
事
業
7

4

統
合
中
学
校
建
設
第
二
年
次
マ
教
nH
住

」

宅
建
設
事
業
一
線
一
戸
二
棟
、
一
悌
二

以

戸
一
棟
建
設
マ
神
丘
六
線
改
良
八
百
十

・4
μ
、
盟
回
線
改
良
九
百
幻

白
石
線
道

・一
路
舗
装
五
百
五
十
八
灯
、
マ
八
束
縮
製

M

投
工
事
五
十
八

U
V
目
的
出
線
路
切
改

.
一
良
工
事
八
幻
マ
中
央
通
り
線
舗
装
工
事

4

四
百
三
十
灯
、
五
十
五
圭
元
一
7
7
凹
代
総

」

道
路
改
良
工
事
マ
第
二
幹
線
川
支
線
災

u
m
u復
旧
工
事

(柑時刻
)
、
金
阪
支
線
川

・司

(金
以
百
凶
H
U
)

.

初
問
川
百
」」ハい
川

ι
マ
公
位
向
挫
設
マ
紐
川
以
内
胤
館
建
設
マ

μ

間
保
病
院
改
築
工
市
中
(五
イ
五
圭
冗
成
)

.一
守
地
M
M
別
査
事
業

(刷出
ム日
)
マ
初
回
地

』

区
民
用
地
開
発
市
中
業
(
道
路
工
八
百
い
川)。

幻

昭
和
白
年
度
今
金
町

重
点
推
進
項
目
内
容

〈国
費
関
係
v

v今
金
東
部
農
用
地
開
発
部
業
(
全
計

制
査
)
マ
国
道
二
七
七
号
線
改
良
市
中
業

今
金

l
極
川
二
千
五
百
十
二

μ
守
山
牧

美
到
河
嶋
中
込
工
事
二
百
五
H
M

マ
住
吉

橋
歩
道
新
設
事
業
マ
利
別
川
築
堤
改
良

事
業
盟
国
干
H

刷
、
他
門

一ヶ
所
、
鈴
金

一
千
八
百
H

川
、
樋
門
ニ
ヶ
所
マ
利
別
川

飽
岸
工
事
今
金
二
百
五
十
い
川
、
飯
川
床

止
工
事

(
鉄
道
橋
下
流
)
守
利
別
川
改

修
工
事
中
里
六
百
幻
守
美
利
河
ダ
ム
建

設
卒
業
守
利
別
川
右
岸
、

左
岸
国
営
が

ん
排
卒
業
〈
道
費
関
係
v

マ
田
代
地
区
農
用
地
開
発
事
業
(
継
続
)

金
原
地
区

(
全
計
調
査
)
マ
八
東
地
区

回
場
路
備
事
業

(
継
続
六
二

・
二
加
)

マ
八
東
地
区
か
ん
が
い
排
水
事
業

(継

続
)
守
復
旧
治
山
事
業
(
山
の
沢
、
畑

の
沢
、
鈴
木
町
沢
)
守
保
安
林
改
良

事
業
(
中
川
串
)
守
道
々
鈴
岡

l
今
金
伴

線
(
鈴
岡
八
百
H
M
)

改
良
‘
旭
台
今

金
停
総
改
良
(
田
代
百
八
十
五
い
川
)、

光

台

樋

川
線
舗
装
千
六
百
八
十
灯
、

丹
羽
今
金
線
舗
装
干
υ
川
、

今

金

北

桧
山
総
歩
道
新
設
(
根
川
千
三
一
百
い
こ
、

マ
オ
チ
ャ
ラ
y
ベ
川
改
修
事
業
(
八
束

千
九
百
六
十
い川)
、
チ
プ
タ
ウ
シ
ナ
イ
川

(緑
、
大
和
町
三
百
H
M
)

、
下
ハ
カ
イ

7

y
プ
川
(
概
川
四
百
八
十
H

川
)
、
パ

した.
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問
題
提
起
や
体
験
発
表

郷
土
を
築
く
青
年
、
婦
人
大
会

町
内
向
青
年
、
婦
人
団
体
民
が
一
同

に
集
ま
り
、
日
ご
ろ
の
実
践
活
動
成
果

を
も
ち
よ
り
意
見
を
交
換
し
よ
う
と
い

う
「
第
三
回
郷
土
を
築
く
背
年
大
会
兼

全
町
婦
人
研
修
会
」
が
二
月
二
十
三
日

町
民
セ
ン
タ
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

町
や
教
育
委
貝
会
、
各
指
導
機
関
、

経
済
団
体
な
ど
が
後
援
す
る
こ
の
会
に

は
町
内
か
ら
二
百
三
十
人
的
青
年
、
婦

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
ず
北
海
道
拓
殖
銀
行
調
査
部
長
、

右
具
直
文
氏
が
「
八

0
年
代
を
迎
、
え
る

地
域
住
民
的
課
題
L

と
題
し
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
物
価
な
ど
の
商
か
ら
八

0
年
代

は
七
0
年
代
に
比
べ
暮
ら
し
難
い
時
代

に
な
ろ
う
と
強
調
し
対
応
の
仕
方
に
知

日
本
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
ポ
ロ

ボ
ロ
の
姿
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を

聞
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
今
の
日
本
は

そ
の
お
も
か
げ
は
主
く
、
今
回
見
た
三

ヵ
国
よ
り
ず
っ
と
早
く
そ
し
て
高
成

長
し
て
い
ま
す
。
私
達
現
代
青
年
は
、

日
本
町
役
も
苦
し
い
時
代
に
青
春
を
か

け
て
国
を
育
て
て
き
た
人
達
か
、
い
た

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

私
達
苛
年
は
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
を

築
き
上
げ
る
人
間
に
い
ず
れ
は
な
る
こ

と
を
、
肝
に
命
じ
て
お
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
し
、
日
本
を
も
っ
と
す
ば
ら

し
い
国
に
す
る
た
め
に
も
頑
揺
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
囲
内
研
究
で

一

番
の
感
恕
は
「
日
本
は
一
番
す
ば
ら
し

い
国
で
あ
る
L

と
い
う
こ
と
を
、
認
識

し
た
こ
と
て
あ
っ
た
。

軍誼

恵
を
見
出
し
て
行
く
事」
と
が
大
切
と
誹

向山。
こ
の
あ
と
九
団
体
的
九
人
が

「
公
図

整
備
と
山
づ
く
り
に
つ
い
て

1
仲
林
林

業

グ

ル

プ

岡

賢

こ
さ
ん
」

「産
業

ま
つ
り
に
つ
い
て

1
商
工
青
年
部

・
森

英
雄
さ
ん
」
「
ス
ラ
イ
ド
で
み
る
A
Z
H

協
の
一
年

1
今
背
協

・
本
多
恭
幸
さ
ん

「
共
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
一一
一
ヶ
年
同
歩
み

1
四
日
ク
ラ
ブ

・
地
抑
博
さ
ん
」

「生

産
部
活
動
に
つ
い
て
H

股
協
青
年
部
・

鈴
木
一
雄
さ
ん
し
寸
あ
な
た
の
健
康
は

牛
乳
か
ら

1
農
協
若
安
全
・
水
野
百
合

子
さ
ん
股
婦
協

・
中
野
君
代
さ
ん
」

「婦
連
協
の
活
動
状
況
と
私
の
所
感
M
M

婦
連
協
阿
知
波
公
子
さ
ん
」
寸
婦
人

部
活
動
向
現
況

1商
工
婦
人
部
今
井

綾
子
さ
ん
し
が
そ
れ
ぞ
れ
の
テ

1
7
に

つ
い
て
意
見
発
表
を
行
い
ま
し
セ

芯
見
発
表
的
中
か
ら
、
稲
作
生
産
賀

町
記
帳
活
動
に
取
組
み
数
字
が
苦
手
で

大
変
と
や
め
る
者
も
あ
り
ま
し
た
(
内祉

協
青
年
部
)
。
ま
た
商
工
青
年
部
は
、

夏
向
産
業
ま
つ
り
を
商
業
関
係
者
だ
け

で
な
く
、
も
っ
と
股
業
や
林
業
関
係
者

向
参
加
者
が
ほ
し
い
、
と
発
表
、
共
感

を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

φ 

φ 

φ 

近代的なピルの林立する香港

士
一月
六
日
、
午

後

一
時
願
、
北
桧

山
町
愛
知
国
道
二

二
九
号
線
道
路
で
、

自
転
車
に
乗
っ
た

五
十
一
肢
の
婦
人

が
、
十
九
歳
の
少

年
が
運
転
す
る
乗

用
車
に
衡
突
き
れ
、

即
死
す
る
と
い
、
フ

交
通
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。

事
故
の
原
因
は

見
と
お
し
の
良
い
直
線
道
路
で
六
寸
J

内1
ス
ピ
ー
ド
で
、
考
え
ご
と
を
し
前
方

不
注
誌
で
走
行
し
て
い
た
た
め
、
衝
突

す
る
ま
で
被
害
者
に
気
付
か
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
非
常
に
残
念
で
、

ま
た
悼
ま
し
い
事
故
と
い
え
ま
す
。

〔時
速
六
十
J
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
に

激
突
し
た
場
合
、
十
四
・
七
日
の
高
さ

(
ピ
ル
五
階
程
度
)
苧
勺
落
ち
た
場
合

と
同
程
度
の
衝
激
力
を
受
け
る
〕

私
た
ち
の
住
む
今
金
町
で
は
、
幸
い

な
こ
と
に
、
未
だ
死
亡
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
せ
ん
が
(
傷
害
交
通
手
故
三

月
十
一
日
現
在
七
件
、
十
名
)
発
生
し

て
い
ま
す
。

楽
し
い
家
庭
を

一
幌
町
、
っ
ち
に
悲
し

い
家
庭
に
し
な
い
た
め
に
も
、
普
段
か

ら
家
族
ぐ
る
み
で
交
通
安
全
に
心
掛
け

て
、
明
る
く
楽
し
い
町
、
家
庭
づ
く
り

を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

交通事故第 1号発生(死亡)

傷害事故 7件・ 10名

〈今金警察官派出所から〉

グ
道
民
の
船
H

に
参
加
し
て

八

束

中

野

公

郎

雪
の
降
る
、
北
海
道
を
後
に
、
私
達

四
百
九
十
名
の
仲
間
は
、

一
路
上
海
、

香
港
、
7

ニ
ラ
、
と
海
外
研
修
に
出
る

こ
と
に
な
っ

Fも

多
く
の
不
安
と
期
待
が
、
私
の
脳
裏

を
か
す
め
ま
し
れ
J

」。

事
前
研
修
か
ら
、
私
達
十
八
名
の
団

員
は
、
意
気
投
合
し
、
互
い
に
助
け
合

い
、
一
つ
の
輪
を
形
成
し
て
、
こ
の
大

き
な
団
体
内
中
へ
、
小
さ
な
桧
山
分
団

が
入
っ
て
い
っ
た
。

ど
ん
な
人
聞
が
来
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
、
人
的
顔
を
見
て
い
る
と
、
皆
強
者

の
よ
う
に
見
、
ぇ
自
分
の
体
が
、
ど
ん

ど
ん
小
さ
く
な
っ
て
い
く
の
を
感
じ
れ
J
も

船
に
乗
っ
て
第
一
の
難
関
は
、
船
酔

い
だ
っ
た
。
私
に
と
っ
て
船
旅
は
、
生

れ
て
は
じ
め
て
の
経
験
で
あ
っ
た
が
、

さ
ほ
ど
苦
し
い
思
い
は
し
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
女
性
国
民
の
中
に
は
、
な

ん
と
か
そ
の
壁
を
打
ち
ゃ
よ
ろ
う
と
頑

張
っ
て
い
る
姿
を
見
る
に
つ
け
、
こ
れ

か
ら
初
日
以
上
司
旅
を
控
之
、
先
行
き

大
変
な
苦
労
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
と
思
っ
た
。

出
発
し
て
か
ら
五
日
目
、
十
一
月
二

十
=
百
の
朝
、
最
初
の
訪
問
園
、
中
闘

の
上
海
に
若
い
た
。

朝
の
せ
い
か
と
て
も
媒
く
、
水
は

に
ご
っ
て
お
り
、
異
様
な
匂
い
が
、
風

に
乗
っ
て
来
た
。
三
日
間
に
わ
た
っ
て

市
内
見
学
を
行
っ
た
が
、
私
達
日
本
の

社
会
と
は
、
ま
る
っ
き
り
反
対
の
性
絡

を
も
っ
中
薗
は
、
見
た
目
に
は
大
変
質

素
で
、
待
活
水
準
が
低
く
、
私
に
は
こ

の
上
海
で
砂
活
す
る
こ
と
は
、
と
て
も

耐
え
ら
れ
な
い
感
じ
を
受
け
れ
J
も

し
か
し
、
人
は
大
変
良
く
、
治
安
が

ゆ
き
と
ど
き
人
柄
は
、
日
本
人
よ
り
も

他
人
の
こ
と
を
考
之
、
い
わ
ゆ
る
、
仲

間
関
係
が
、
良
く
で
き
て
い
る
感
じ
を

受
け
た
。
車
が
大
変
少
な
く
、
自
転
車

が
交
通
の
王
流
を
な
し
て
い
る
の
を
見

て
、
の
ん
び
り
な
人
問
、
そ
し
て
大
ら

か
な
人
柄
で
は
な
い
か
と
思
っ

F
Z

ンヨ

y
ピ
ン
グ
で
、
私
達
は
中
国
人

の
出
入
り
す
る
デ
パ
ー
ト
へ
行
っ
た
が

皆
私
達
を
め
ず
ら
し
い
動
物
の
よ
う
に

ふ
り
む
く
の
で
す
。

一
人
で
歩
く
と
、

み
ん
な
寄
っ
て
来
る
の
で
怖
い
感
じ

さ
え
受
け
た
。
し
か
し
、
ど
こ
の
訪
問

先
へ
行
っ
て
も
「
日
中
友
好
熱
烈
歓
迎
」

の
看
板
が
、
か
か
っ
て
お
り
、
私
達
は

大
変
う
れ
し
く
又
、
何
か
誠
お
を
一市
し

た
い
気
持
ち
に
な
っ
て
き
た
。

日
中
国
交
が
、
よ
り
深
ま
る
た
め
に

も
、
私
達
背
年
交
流
の
意
義
は
、
重
要

な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
焔
感
L
P』。

つ
ぎ
に
香
港
に
来
て
見
る
と
、
中
国

と
は
、
全
然
違
っ
て
お
り
、
治
安
の
惑

さ
、
貧
困
の
差
が
激
し
く
、
人
柄
も
自

分
本
位
で
あ
り
、
人
間
同
志
向
械
の
つ

な
が
り
の
な
い
こ
と
に
、
冷
た
き
を
感

じ
た
。
見
た
目
に
は
、
た
し
か
に
中
国

よ
り
は
良
く
な
じ
め
る
よ
う
な
感
じ

四
月
か
ら
は
い
よ
い
よ
新
学
期
。
新
学
校
ま
で
め
道
路
を
実
際
に
歩
い
て

し
く
入
学
、
入
国
さ
れ
る
子
ど
も
さ
ん
雌
か
め
、
安
全
な
通
学
路
を
歩
く
よ

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
が
、
そ
の
前
に
大
う
に
教
え
よ
う
。

き
く
た
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
の
が
交
通
マ
歩
道
と
車
道
の
区
別
を
は
っ
き
り
教

事
故
の
心
配
で
す
。
ま
た
長
い
冬
か
え
、
歩
道
の
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
道

ら
解
放
さ
れ
気
持
の
よ
い
戸
外
に
飛
び
路
の

「右
は
し
」
を
歩
く
よ
う
に
教

出
し
て
遊
ぶ
幼
児
が
ふ
え
て
い
ま
す
。

え
よ
う
。

新
入
学
児
童
や
幼
児
を
も
っ
母
鋭
、
マ
官
、
賞
、
赤
の
芯
昧
と
、
信
号
に
よ

車
内
運
転
者
、
町
内
会
、
部
落
会
で
は
つ
て
の
渡
り
方
止
ま
り
方
を
正
し

次
の
こ
と
に
十
分
気
を
く
ば
っ
て
、
交
く
教
え
よ
う
。

通
事
故
か
ら
小
さ
な
生
命
の
灯
を
守
り
マ
外
で
遊
ぶ
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

ま

し

ょ

う

。

遊

園

地

か

自

転

車

公

国

主

ど

安

全

な

[
お
母
さ
ん
方
へ
〕

遊
び
場
を
き
め
て
、
車
町
通
る
と
こ

マ
学
校
へ
行
く
道
的
安
全
交
通
を
考
え
ろ
で
は
絶
対
に
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
。

に
一
人
が
捗
行
者
か
自
転
者
利
用
で
す
。

く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
の
ほ
ど
を
|
|
0

・
運
転
の
重
点

。
歩
行
者
、
特
に
新
入
学
(
図
)
児

を
中
心
と
し
た
子
ど
も
の
交
通
手

故
防
止

。
自
転
車
円
安
全
利
用
の
促
進

。
ス
ピ
ー
ド
タ
ウ
ン
運
動
的
徹
底

と
シ
ト
ベ
ル
↑
活
用

0
安
全
込
動
管
理
的
充
実
と
、
隊
保

と
な
「
て
い
ま
す
が
、
私
達
町
民
一
人

一
人
が
交
通
安
全
思
想
を
普
及
し
交

通
ル
l
ル
と
マ
ナ
ー
の
正
し
い
実
践
を

習
慣
づ
け
て
交
通
事
故
防
止
を
図
ろ
う
。

新
入
学
期
を
迎
え

一
て
凶
月
六
日
か
句
十

自

問

日
附
、
恒
例
円
五

割

問

の
全
国
交
通
安
全
迎

会

川

動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

胞

が

昨
年
一
年
間
的
交

問

日

通
事
故
に
よ
る
死
者

E

M

は
全
国
で
八
千
四

会

け

豆
ハ
十
一
人
を
数
え

の

べ

ま
し
た
。

春

一

こ

れ

は

前

年

よ

り

l
lL

=
一
百
二
士
一
人
少
な

く
、
昭
和
四
十
六
年
以
来

「九
年
連
続

減
少
」
と
い
う
快
記
録
を
マ
ー
ク
し
ま

し
た
が
、
死
者
の
っ
ち
、
お
よ
そ
二
人

入
園
児

を
持
っ
た
が
、
実
際
は
中
身
が
薄
い
こ

と
を
痛
感
し
た
。

土
地
が
狭
く
、
洗
た
く
物
も
数
十
階

挫
て
の
各
階
の
窓
か
ら
、
横
に
棒
を
主

し
出
し
て
い
る
の
で
す
。

速
く
か
ら
見
る
と
、
万
両
国
旗
の
よ
う

に
も
見
、
え
た
。
約
一
目
半
円
上
陸
と
は

い
え
、
こ
れ
と
い
っ
た
名
所
旧
跡
も
な

く
、
ロ
物
ば
か
り
に
時
間
を
与
、
え
ら
れ

あ
ま
り
に
も
な
じ
ま
な
い
イ
メ
ジ
を

受
け
た
。
香
港
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
?
ニ
ラ
に

向
い
は
じ
め
る
と
さ
す
が
に
若
い
と
い

う
実
感
を
受
け
、
船
内
の
プ
ル
で
泳

ぐ
姿
も
見
ら
れ
た
。

十
二
月
に
入
っ
て
か
ら
、
遊
出
が
で

き
る
と
い
う
の
は
、
さ
す
が
、
南
国
に

来
た
と
い
う
感
じ
が
わ
い
て
き
た
。

マ
ニ
ラ
は
、
さ
す
が
に
若
く
、
そ
の

気
候
を
生
か
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
、

緑
が
多
く
、
赤
い
花
が
緑
に
と
て
も
鮮

や
か
に
映
え
て
い
た
の
が
、
印
象
的
で

あ
っ
た
。
人
は
褐
色
に
焼
け
、
健
康
的

で
は
あ
っ
た
が
、
道
路
を
歩
い
て
い
る

と
、
色
々
な
物
を
持
っ
て
き
て
は
、
観

光
客
に
売
り
つ
け
る
。

7

ニ
ラ
は
、
仕

事
を
し
た
く
と
も
就
職
が
む
づ
か
し
く

又
、
ア
ル
バ
イ
ト
も
な
か
/
¥
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

私
は
、
こ
の
約
三
週
間
的
中
で
、
そ

れ
ぞ
れ
、
ほ
ん
の

一
部
で
あ
り
ま
し
た

が
、
ア
ジ
ア
三
石
国
を
訪
問
し
て
性
干

る
の
は
、
日
本
に
比
し
、
ま
だ
メ
¥
生

活
水
準
が
低
い
と
い
う
こ
と
で
だ
っ
た
。

C 4 1 

〔
運
転
車
の
方
へ
〕

V
3が
な
く
な
り
ま
す
と
市
街
地
や
国

道
で
の
ス
ピ
ド
運
転
が
目
だ
ち
ま

す
。
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
所
な
ど

の
附
近
で
は
子
ど
も
が
突
然
飛
び

出
し
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
子

ど
も
を
見
た
ら
赤
信
号
と
思
っ
て

一

時
停
止
を
雌
実
に
励
行
し
ま
し
ょ
、
っ
。

マ
横
断
歩
道
に
接
近
し
た
と
き
ゅ
そ

の
前
で
す
ぐ
止
ま
れ
る
よ
、
つ
に
必
ず

減
速
を
し
ま
し
ょ
、
っ
。

〔
町
内
会
、
部
落
会
の
み
な
さ
ん
へ
〕

ヤ
危
険
主
場
所
で
遊
ん
て
い
る
子
ど
も

を
見
か
け
た
ら
、
他
人
ご
と
に
せ
ず

「愛
の

=r
で
み
ん
な
で
配
意
し

て
や
り
ま
し
ょ
う
。

C 5 1 
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吉 田茂光君

文部大臣賞に輝く

/ 

安全・図面全国コンクール

中里小中
中学 1:年

文
部
省
、
日
本
学
校
安
全
協
会
主
似

の
五
十
四
年
度
(
第
二
十
回
)
安
全
に

関
す
る
図
画
作
文
全
国
コ
ン
ク
ル

で
中
単
小
中
学
校
の
中
学
一
年
生
、
吉

田
茂
光
君
が
図
画
(
ポ
ス
タ
ー
)
の
部

で
見
事
、
最
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
、
附

れ
の
文
部
大
臣
賞
を
纏
得
、
二
月
六
日

役
場
応
接
室
で
術
品
桧
山
教
育
長
か
ら

賀
状
と
刷
質
的
世
時
計
が
伝
達
さ
れ
ま

し
た
a

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
図
画
部
門
だ

け
で
全
凶
か
ら
二
万
庁
、
余
の
応
募
が
あ

り、

v以
内
審
査
を
経
た
あ
と
、
円
非
同
の

文
部
大
臣
賞
は
小
学
生
四
人
、
中
学

・

日
校
各
二
人
の
計
八
人
に
贈
ら
れ
た
も

の
。
吉
田
君
の
作
品
は
中
学
的
部
で
ト

y
プ
と
な
り
ま
し
た
。
同
年
の
同
コ
ン

ク
ー
ル
で
佐
川
小
六
年

(
当
時
)
の
本

庄
君
が
文
部
大
臣
抗
を
受
け
て
お
り

二
年
迎
統
的
快
挙
に
大
喜
び
で
す
。

< 1.ごさし、0
.お来の聾の費示が変 わり ます

道は 4月 1Bから、服地価干俗世
以外的お常について、従来的世示

に加えて別査による品質的区分と

品質的基Q!¥を蛮示Lてもらヲこ
とにしま Lた.なお、鼎単価栴米
は、従来どおりの世示です.

(矧l 貴}

品質的
品質的部副区分

」二元と I 定山主産地流通内鈷常州の1う00ち%特

上米 11 自主流通常100%

自主Iff流通米う50%以下
中米 I 政翼Ji 赤ーの ち 1. 2 

及び 3師50%以下

自主流通府%常30%う以ち上
中米11 又は政 坊との i 

2制50 以上

政甑府常%的ヲ制1ち、0503l0%拙% 、 2 中米 III 25 ιuニ 25 
%以上、 5 以
下又は 3間 | 

受
賞
し
た
作
品
は
、
包
か
き
や
苫
ダ

ル
7

づ
く
り
、
ソ
リ
遊
び
な
ど
を
し
て

い
る
六
人
の
子
供
向
政
上
に
、
屋
般
か

ら
大
き
な
雪
の
か
た
ま
リ
が
落
ち
か
か

る
様
子
を
焔
き
、
融
雪
時
の
恐
ろ
し
き

を
テ
?
と
し
た
ポ
ス
タ
ー
で
、
毎
年

道
内
で
務
宮
市
中
故
で
亡
く
な
っ
て
い
る

捕
ま
し
い
事
故
に
注
目
し
て
少
し
で
も

事
故
か
ら
回
避
し
た
い
と
い
う
臥
い
か

託
制
い
た
と
い
う
。
昨
年
は
全
心
林
野

火
災
干
防
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ル
で
知

事
貨
を
受
け
.
全
凶
レ
ベ
ル
で
の
上
位

入
叫
は
吉
田
君
は
も
と
よ
り
、
佐
竹
校

長
、
図
画
を
指
導
す
る
山
寺
寿
恵
子
先

生
は
「
つ
い
に
や
っ
た
」
と
大
喜
び
で
す
。

，，，
 

友
善
幸
二
郎
さ
ん

住
民
運
動
実
践
表
彰

乙
部
町
民
会
館
で
聞

か
れ
た
桧
山
管
内
新
生
活
巡
動
推
進
者

交
流
研
修
会
の
席
上
、
日
山
桧
山
支
庁

長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

友
普
さ
ん
は
国
鉄
勤
務
が
民
く
、
昭

和
二
十
二
年
五
月
に
脱
川
駅
伝
枇
任
後
、

生
来
的
泌
厚
な
性
格
と
mH
任
感
あ
る
行

動
が

N
伽
さ
れ
部
務
会
長
も
滞
埼

そ
の
後
昭
和
三
十
二
年
に
定
年
を
迎

二
月
十
五
日

〈注}昭相54年前2米カ句臨時民入する
場合同開削区分が品百貨を加味し
て I 2.3、4，5Jt(と5つにな勺た.
翼民鈷制'"分間主なもの
1矧 '~i.lrl髭庄内向ササニ y
キなど
北泌;n町巴まきり 枚
川町キヨニ;.. dそなど
北梅迫田ユーカラなど
"I';'f.ti!l;1飯町一郎町もの
など
2、3矧以外の化拠地
原註坊と

..月町当番医

6臼北陸山町国保病院 宮 ⑥ 5321
13日北陸山町平医院 宮④ 5011
20日今金町悶保荊院 宮② 0221
27日北陸山町国保胡院 宮 ③ 5321
29日今金町国保荊院 E②0221

2'" 
3 }':ti 
4 Ui 

5 nl 

来句なくな った-<イク、イaえな
くなったlJl週日後などカeありました
句 3月31臼までにナ J パープレー
トをもって枇掛税務開で随車問を

して〈ださい o Iili引I:i.届をしないと
その車に組金がかかります.

また、先日などで所有者向名慌

変更や住所が変った.tJ.!;合でも開け

出が必要です. 粧 白動.1liや 二輪町
小型自動車は函館随辺Hl~耕所で手
続ししてくださ". 脱萌臨〉

.光電式はかり及び電担抵抗綿式

はかりの定期検査

光"1.eAはかり円定則枝班は従来

まて問、JIIJとして各間IJTで史地し
てい ましたが ここ散今来この酬

のはかりが屯a期しており 6検査の

継舵が困雌になってきまし た.

さらに法的一 部改正によ り斬た

に屯気抵抗糾式はかりが拍J't対象

に追加され、所柏崎所柚査では到

底吋応できない現状です.

従 って本年 6FJ 12日- 6 J=J 13自
の 2日I:1J今金町で定JUI柚査が央施
しますが、受柚者のみなさんには

ご不艇 をかけますが、ご協力〈だ

さい.また、柚査会場にはかりを

描入する場合は、特にみたの点を+

分ご注意〈ださい.

b忽敢な拙動またはンヨ y クを与
えないように注意して〈ださい.

b光屯式はか りのうち、オ イルダ
ンパー蝿柵 のあるも円は、 ilhが
ももtLないよう(何lけな L、ょう)。
なお不lJJJな点がございました
ら辺計量輸定所商館支所 (51
9111)または役油開工組光拙ま
てeご過日各〈だきし、.

.背骨保険の年度更新手続a舎を
昭和54年度に納付した慨抑慌険
料 を制昨するための硝定偶険料と

55年皮肉概昨保険料町中.1..1' 納{.J
JUI 眼は 毎年 5月 15日です.
町内事業主はJUI限内に手蛇して

."る自由.，はた・ー写真をさ しあげます

.自閣官幕車中

b 世柿新・ I;I ~字以上て--18品 -25歳

来 i，省内出子

b枯寺 初任柑 88，400円
10ヶ月桂 96，100円
ボーナス 4.9ヶ月分
( 3月 0.5ヶ月 6月1.9
ヶFI 12月 2.5ヶ月)

議特別温帽子当{融蛇任用 Lた場
合でも支給されます)

l任JUI( 2年目}
100日分的334，∞円
2 f正JUJ(4 if-目〉
200四分的722，000円
受付は常時下記で行っています.

b砕し〈は U附陣今金事組事務所
(T E L 2-0258) 

・春先的水辺は危睡です〆

宜?と，'1すU;lJUJになると 弓三どもた
ちがnl!かい陥さしにさそわれて木
辺でi睦ぶことが多〈なります。
事のまわ りにも危険な場所が並

外に多いも のです.子ども町遊び

抽にうi¥をつけ、危険な川や地には
近揖らないよう、日ごろヵ、らよ〈

てれ、1111かせておきま Lょう .
〈今世智県富揖出所〉

園高車届をしないと制金が

え
る
ま
で
同
駅
長
を
務
的
、
退
職
後
は

地
域
住
民
運
動
的
中
核
と
な
り
明
る
く

住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
、
余
生
の

全
力
を
傾
注
し
、
昭
和
一
二
十
四
年
に
今

金
町
議
当
選
、
ま
た
四
十
年
一
月
か
ら

七
年
町
監
査
委
員
、
四
十
四
年
に
は
老

人
信
組
相
談
只
喝
々
公
職
安
多
数
持
ち

現
在
も
活
制
中
で
、
特
に
老
人
7-フ
プ

育
成
と
主
人
柄
祉
同
町
進
対
飯
町
一
郎
と

し
て
編
制
パ
ス
の
持
入
に
尽
力
、
住
民

福
祉
巡
動
を
推
進
し
た
功
舶
は
献
に
大

な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

〆
r
・統
計
調
査
の
功
績
で

諸
戸
興
三
松
さ
ん
ら

表
彰

ホ
年
各
般
統
計
調
査
に
従
事
し
、
そ

の
功
紛
が
認
め
ら
れ
て
、
つ
ぎ
の

E
人

が
、
附
れ
て
知
事
表
彰
を
受
け
ま
し
れ
，
、

統
計
調
査
は
、
国
や
近
、
町
内
政
策

を
椛
巡
す
る
た
め
の
法
礎
資
料
を
つ
く

る
と
い
う
。
箪
袈
な
仕
事
で
す
。

伝
達
式
は
き
る
一
月
二
十
五
日
の
位

界
農
林
セ
ン
サ
ス
説
明
会
議
の
席
上
で

行
わ
れ
、
町
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
「
、

マ
十
年
級
諸
戸
興
三
松
(
金
原
)
加

雌
正
雄
(
鈴
金
)
上
村
英
夫
(
神
丘
)

佐
々
木
徳
蔵

(樋
川
)
白
戸
市
ん
行

(八

束
)道寒/

交昇
通の
安宮
全谷
善さ
行ん
賞に

去
る
一
月
三

十
一
日
、
時
、

非
の
宮
谷
吉

治
さ
ん
が
北

海
道
知
事
か

ら
北
海
道
普
行
貨
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

宮
谷
さ
ん
は
、
交
通
安
全
指
導
部
仕

図
感
謝
し
ま
す
ロ

マ
菱
田

y
ヤ
さ
ん
(
住
吉
)
か
ら
二
万

円
を
笠
奔
図
ヘ
マ
荒
川
好
子
さ
ん
(
函

館
市
)
か
ら
五
千
円
を
光
の
星
学
園
ヘ

マ
井
村
伝
子
さ
ん
(
種
川
)
か
ら
お
む

つ
二
十
五
枚
を
盟
舟
園
ヘ
マ
石
井
俊
直

さ
ん
(
本
町
)か
句
各
五
万
円
を
光
の
星

学
図

4以
舟
図
ヘ
マ
大
合
啓
太
郎
さ
ん

(昭
和
町
)
か
匂
各
三
千
円
を
光
の
虫

学
問
、
小
百
合
保
育
聞
、

強
舟
凶
へ

マ
松
本
正
芳
さ
ん
(
朗
代
)
か
ら
玉
ね

ぎ
ニ
十
J
を
盟
舟
凶
ヘ
マ
花
有
婦
人
会

(
代
表
加
藤
み
ど
り
さ
ん
)
か
ら
一
方

向
と
み
か
ん
一
函
盟
舟
困
ヘ
マ
背
木
隆

さ
ん
(
日
ノ
出
町
社
協
役
員
)
五
万
円

を
社
協
愛
情
銀
行
ヘ

マ
讃
岐
誠
さ
ん

(八
束
)
か
ら
亡
母
の
謝
礼
と
し
て
十
万

七
千
二
円
と
果
物
こ
か
こ
盟
脊
図
へ

マ
今
金
町
婦
述
協
(
代
表
高
怖
政
子
さ

ん
)
か
ら
婦
人
文
化
祭
益
金
各
二
万
円

を
盟
舟
聞
と
光
町
里
学
園
ヘ
マ
伊
藤
似

次
郎
さ
ん
(
英
利
河
)
か
ら
み
か
ん
二

回
川
河
図
へ
守
中
盟
老
人
ク
ラ
ブ

(代

表
泣
藤
束
さ
ん
)
か
ら
み
か
ん
一

一曲、

お
む
つ
七
十
五
枚
、
パ
ス
タ
オ
ル
十
二

枚
、
他
中
古
布
十
枚
を
盟
舟
闘
へ

守
徹

川
背
年
間

(
代
表
上
回
祐
規
さ
ん
)
か

ら
モ
チ
米
十
八
J

(
も
ち
に
し
て
)
小

豆

四

二

J
、
労
力
奉
仕
十
五
名

マ
平
山
繁
雄
さ
ん
(
美
利
河
)
か
ら

一

万
四
社
協
生
活
応
急
資
金
へ

マ
金
原
婦
人
会
(
代
表
中
野
キ
ヌ
子
さ

ん
)
か
ら
み
か
ん
一
函
、
お
む
つ
二
百

十
枚
、
タ
オ
ル
十
五
枚
山
野
図
一
へ
。

(6 ) 

只
と
し
て
、
実
に
二
十
六
年
間
の
赤
い

附
率
先
的
に
参
加
し
、
交
通
事
故
防
止

の
た
め
、
献
身
的
に
容
仕
活
動
を
推
進

さ
れ
た
質
問
削
が
認
め
ら
れ
ま
し
「
も

富
谷
さ
ん
は
、
こ
の
他
に
も
全
日
本

交
通
安
全
協
会
長
表
彰
や
北
海
道
交
通

安
全
協
会
長
彰
な
ど
数
々
の
表
彰
を

受
彰
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
富
谷

さ
ん
の
温
厚
な
人
柄
を
も
の
が
た
る
も

の
で
あ
り
、
多
く
の
町
民
に
親
し
ま
れ

て
お
り
ま
す
。

@
⑧
⑧

明
る
い
選
挙
啓
発
・
書
き
初
め
震

(7) 



匝三記

マ
税
制
を
多
〈
訂
持
し
て
い
た
と
き

一

逆
に
、
所
川
村
や
悦
傾
向
叫
川
刊
訂
を
ま
ち

一

が
っ
た
た
め
、
税
金
を
納
め
す
ぎ
て
い

一

た
り
、
辺
付
を
受
け
た
税
金
が
ゆ
J

主
い
L

こ
と
が
わ
か

っ
た
と
き
は
、
主
し
い
金

中

級
に
訂
正
す
る
た
め
に

「更
正
の
凶
ポ

一

市
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

一

更
正
円
前
ボ
が
で
き
る
則
問
は
、
巾

福

告
期
限
か
ら

一
年
間
で
す
か
句
、
昭
和

一

五
4
四
年
分
的
所
得
悦
の
雌
定
申
告
に

一

つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
六
年
三
月
イ
五
.

日
ま
で
で
す
。

一

更
正
の
前
求
を
す
る
と
、
税
務
署
で

一

は
そ
の
内
芥
を
訓
べ
て
、
納
め
す
ぎ
内
E

税
金
を
返
す
こ
と
に
主
っ
て
い
ま
す
。

出

マ
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

・

保
定
申
告
を
し
む
け
れ
ば
な
ら
な
い

一

人
が
忘
れ
て
い
た
り
し
て
申
告
を
し

一

て
い
な
か

っ
た
と
き
は
、
申
也
則
限
後
4

て
も
雌
定
申
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

一

す
。
こ
の

「則
限
後
巾
告
」
は
、
税
務

一

宮
か
句
決
定
的
辿
知
が
あ
る
ま
で
は
、

一

い
つ
で
も
申
脅
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

奪

が
、
な
る
べ
く
叩
く
し
た
方
が
右
利
で

一

す
。
つ
ま
り
、
期
限
後
申
告
を
し
な
い

一

で
税
務
持
か
ら
決
定
内
通
知
を
受
け
る

釦

と
、
机
似
の
↑

0

%
の
服
申
告
加
許
税

-

が
か
か
り
ま
す
が
訓
夜
を
受
け
る
，
山

一

に
巾
背
し
た
と
き
は
、
腕
申
告
加
釘
税

‘

は
税
制
の
五
%
で
消
み
ま
す
。

町

確
定
申
告
が
間
違
っ
て
い
芝
と
き
は

早

<

手

続

す

る

と

育

利
H
H
・

昭
和
力
十
四
年
分
の
所
符
脱
の
体
定

申
管
内
受
け
付
吋
は
三
月
十
五
日
て
終

わ
り
ま
し
ア
も
し
か
し
、
作
定
申
告引け

を
拠
出
し
た
後
て
、
計
算
迎
い
な
ど
の

た
め
に
花
時
内
容
が
ま
ち
が
っ
て
い
た

こ
と
に
気
づ
い
た
方
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ま
ち
が
っ
て
い
た
と
き
は
訂
正
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

訂
正
何
千
統
一
き
主
ど
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

マ
悦
飢
を
少
な
く
計
勃
し
て
い
た
こ
と

に
気
付
い
た
と
き

-

所
制
刊
金
制
や
税
制
円
計
引
を
川
迎
え

た
た
め
に
、
納
め
た
税
金
が
少
主
か
っ

た
り
、
還
付
を
受
け
る
税
金
が
多
い
こ

と
に
気
付
い
た
と
き
は
‘
正
し
い
合
制

に
訂
正
す
る
た
め
に
、
税
務
岩
へ

「修

正
巾
竹
山
」
拠
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
修
正
申
告
は
、
税
務
岩
か
り
J
Z

4
を
長
け
る
ま
で
は
い
つ
で
も
で
き
ま

す

が

税

務
担
の
訓
許
を
豆
け
る
前
に

本
人
が
進
ん
で
修
正
中
告
を
し
た
と
き

に
は
、

「
過
少
中
作
加
幻
悦
」
が
免
除

さ
れ
ま
す
か
ら
有
利
で
す
。

石
井
照
子
さ
ん
に

法
務
大
臣
感
謝
状

水
年
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
話
脱

さ
れ
て
い
た
、
石
川判附

一寸
さ
ん
(本
町
)

が
一
月
」l
』
日
付
を
も
っ
て
返
任
さ
れ

ま
し
た
。
石
井
さ
ん
は
人
怖
峨
峨
委

u

と
し
て
在
職
以
米
、
国
民
の
悲
本
的
人

権
の
擁
設
と
自
由
人
柿
思
想
的
背
泣
い
同

制
に
尽
く
さ
れ
た
功
紛
が
認
め
」
つ
札
法

務
大
臣
か
句
感
謝
状
が
贈

h
れ
ま
し
た
ロ

な
お
後
任
に
は
、
阿
知
肱
公
干
さ
ん

(
八
幡
町
)
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
f

、

本
町
内
人
情
擁
護
委
只
は
、
次
の

H

々
で
す
。
侠
川
勝
昭
さ
ん

(八
幡
町
)

中
村
倣
明
さ
ん
(
南
町
)
@
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